
No.14 姿勢ケアを標準的なケアに！ ～職員全員が意識し、実践できるようにするには？～

特別養護老人ホーム梅寿荘 ポジショニング委員会：辻村万希、小林直人、中井基行、羽山浩世、林篤世

はじめに ポジショニング委員会の立ち上げ

POINT！
委員会で姿勢ケアの必要性を
学び、委員の認識を共有する。

目的

ご利用者の生活場面に適した姿勢を整えるケアによって、
呼吸の安寧、安全な摂食・ 嚥下、関節拘縮の予防改善、
褥瘡予防に寄与し、ご利用者の生活の質（QOL）維持向上
を目的とする。

今後の展望
・委員の学びを深め、定期的施設内研修を継続開催する。 （出席できなかった職員へのアフターフォローも重要。）

・スタッフが姿勢ケアの実践を負担に思うことのないよう、実践の意味を伝えていく。
・多職種（医務、栄養課など）との連携を深め、カンファレンスでのケアプランへの反映を行っていく。
・姿勢ケアを機能訓練加算の評価へと落とし込む。（ケアの根拠と成果を見える化し、正当な報酬を得る。）
・先輩として導入実績のある、延寿シーティング委員会と連携をとり、今後の研修、勉強会を企画していきたい。

⇒延寿での施設内研修（委員会発表）参加
を経て、梅寿荘でも委員会を立ち上げた。

法人研究発表会や、延寿でのシーティング
委員会の取り組みを学び、必要性を実感。

～アンケート集計結果から分かったこと～

施設内研修に参加した職員は、姿勢ケアに興味が持てた。
施設内研修の前と後では、意識の変化がみられている。

施設内研修を実施することには意義があった。

ポジショニング前 ポジショニング後


